





































































・李華興、呉嘉勲編『梁啓超選集~ (上海人民出版社 1984年 上海)
・林志鈎主編『飲涼室合集M中華書局 1989年 北京[1936年の上海中華書局版の影印J)
・『梁啓超全集~ (北京出版社 1999年北京)












3. r論中国積弱由於防弊J 1896年 10月27日『時務報』第9冊
故語以開鉄路、必日恐妨舟車之利也……坐此一念、百度不張、昏之仲病、自驚自但、以廃
寝食。昏之痩病、不痛不棒、値臥床祷、以待死期、量不異哉、量不異哉。
4. rw西学書目表』後序J 1896年 10月
旧学之轟中国、猶附骨之痘、療痘甚易、而完骨為難。
5. rw農会報』序J 1897年4月 12日『時務報』第23冊
工芸不興、而欲講商務、土産不盛、而欲振工芸、是猶割棄骨腔而養其指祉、雌有聖薬、終
必潰裂。























































































17. r答某君問法国禁止民権自由之説J 1903年2月 11日『新民叢報』第25号
故医今日之中園、必先使人人知有権、人人知有自由、然後可。民約論正今日中国独ー無二
之良薬也。














































































































































































第十七節論尚武 1903年3月27日、 4月 11日『新民叢報』第28号、 29号
我以病夫聞於世界、 手足癖痩、巳尽失防護之機能、東西諸国、莫不磨刀塞種、内向而魚肉
-10-
我実。……二十世紀競争之場、寧復有支那人種立足之地哉。
欧洲諸国、廊不浪浪従事於体育。……其人皆病夫、其国安得不為病国也。…・・・生存競争、
優勝劣敗、吾望我同胞練其筋骨、習於勇力、無奄然類懲以坐廃也。
以上の諸用例(抽出に当っては、「病夫」の集合体としてイメージされている「病国Jも
改めて含めた-32、34)からは、梁が「病夫」という言葉を手に入れて以降、間断なくそ
れをみずからの言説のなかで使い続けていたことが判る。いま、「手に入れて以降」という
表現を用いたのは、本稿官頭部において指摘したように、 f(東亜)病夫」とは、もともと
他者によって中国に加えられた呼称(蔑称)だったからである(梁もそのことについては
繰り返し指摘している-30、31)0W万国公報』に載った翻訳記事でいち早く「病夫」とい
うみずからと同胞に対する蔑みの表現を知ったと思われる s梁が、それを言論活動におい
て執劫に使い続けた理由を考える時、それを彼の自虐、諦念の意識の現われに求めてはな
らない。なぜなら、梁にとっての「病夫」や「病国Jはやがて健康体へ回復する可能性を
秘めた存在だったからである。その可能性とは、中国を「病夫」と名指す列強諸国の世界
支配の理論(=進化論)によって保証される (34)だけでなく、そもそも根源的に中国の
思想文化において太古より綿々と確認され続けてきた強固さを持ったものであった。「病
夫」は、梁によって政治思想上強い戦略的意味を見出されて使用され続けた呼称だったの
である。
まさに「病夫」が「病夫」によって見事に甑倒させられる。これこそが中国近代におけ
る「東亜病夫」流行の究極的な理由であり、そのことに最も早く気が付き、それを強く主
張し続けたのが(それゆえ「病」一「医」のメタファーを強調することにもなった)のが
梁啓超だったのである。
以上、本稿においては、主に梁啓超の言論活動を利用して、中国近代を語る際に常用さ
れる印象深い言葉「東亜病夫Jの思想文化的含意を再検討してきた。当然この作業は、今
後、梁以外の中国人、外国人の言説においても繰り返される必要がある。また「東亜病夫」
以外の「睡獅」、「少年中国(老大帝国)J、「三等国」等といった言葉、表現に関しでもその
思相文化的合意の再検討は必要であろう(前稿参照)が、これらの課題に関しては稿を改
めることにしたい。
注
1.遊佐徹 「近代中国の自画像序説一一「睡獅J、「東亜病夫」、「少年中国J、「三等国JJ
(W岡山大学文学部紀要』第53号 2010年)。
2.楊瑞松「想像民族恥辱:近代中国思憩文化史上的「東亜病夫JJ (W国立政治大学歴史学
報』第23期 2005年)。
3.土屋英雄「梁啓超の「西洋」摂取と権利・自由論J(狭間直樹編『共同研究 梁啓超西
洋近代思想受容と明治日本~ [みすず書房 1999年東京]所収)。
4.それらは、以下のような研究である。
張煩之「中国伝統政治諸喰論J(W孔子研究~ 2000年第6期)。
??
張再林「作為“身体政治"的中国古代哲学J(W人文雑志~ 2005年第2期)。
粛延中「“身体".中国政治思想建構的認知基礎J(W中国人民大学学報~ 2005年第6期)。
粛延中「中国伝統思惟中的“身体政治症候学"J(W華中師範大学学報(人文社会科学版u
2006年第3期)。
張再林「中国古代身体政治学発微J (W学術月刊~ 2008年第4期)。
5.注2の研究内容に基づく推定。
?
?
?
